
よろしくお願いします

2007.09.05

皆さん、こんにちは！張強です。初めて日記を書きます。とても興奮した気分です。みんなと一緒に9月4日に飛行機で日本の東京に来ました。初めて飛行機に乗って慣れない
ため、耳も頭も痛かったです。今もまだ痛いです。気分もあまりよくありません。すぐに元通りに戻ってベストコンディションで新しい生活に立ち向かえるといいのですが。こ
れからよろしくお願いします。

張 強さんの日記



快適生活の中の虚しさ！

2007.09.13

　　学校でインターネットしてます。でも中国語の入力がない。手がき！遅すぎ！

張 強さんの日記



ない

2007.09.14

ここ何日かはずっと休み、ほんとに地方の学校は授業もゆるい、特進クラスもない。

張 強さんの日記



お気楽な生活、気持ちは緊張

2007.10.02

日本に来てあっという間に一月が過ぎました。だんだんここの生活にも慣れてきました。中国での忙しい生活と比べるとこちらでの生活はリラックスそのものです。午前8時40
分に学校へいき、午後には帰ってきます。一日6時限、授業も難しくなくおもしろいです。今は秋休みなので時間がたくさんあります。おとといコンピュータを買いました。友
達と連絡がとれるのでとてもうれしいです。学校の友人や先生もおどろくほど親切にしてくれます。いつも同級生に囲まれて質問攻めにあっています。少しスター気分。ひとり
福岡にすんでいますが寂しくありません。私の住居は学校まで遠く、市をまたいでいます。毎日まず自転車に乗り、電車を乗り継いで学校まで約１時間以上かかります。でも電
車からの風景を眺められます。私のホームステイ先の人たちはみんないい人達です。流暢な東北弁を話すお兄さんもいます。おかげでとても楽しいです。お母さんが作るご飯も
美味しいです。この１ヶ月の生活で、日中の色々な生活習慣の違いを発見しました。民族それぞれの特色ってあるのですね。テレビを見たり、ニュースを見たり、野球や相撲中
継も見ます。昨日お兄さんと福岡と博多、天神に行ってきました。日本文化をみるだけではなく、有名な博多ラーメンも食べてきました。お兄さんのことばを借りるならば、こ
れはほんとうに超すごい！埼玉で同級生たちとトランプ遊びをしたことも懐かしいです。またいつか一緒に遊べるかな?
　だいぶリラックスした生活だけれど、自分で勉強もし
なければ。１年後にはいろいろな意味で大きく成長していますように

張 強さんの日記



再び東京へ

2007.10.20

ついさきほど東京から帰って来ました。修学旅行も終わりです。もちろんちょっと疲れてもいますが、とても楽しかったです。2度目の東京でしたが、印象は全く違いました。
今回は日本のクラスメートや先生達といっしょに行ってきました。今回の旅行で友達も沢山出来ました。とくに同じ部屋に寝泊りした4人のクラスメートとはずいぶん仲良くな
りました。彼らはいつも中国ことを私に質問します。私もまだつたない日本語を使って彼らとコミュニケーションをとりました。そして日本のことも沢山質問しました。もちろ
ん全てが聞き取れたわけでは有りませんが、それでもたくさんのことを知ることができました。修学旅行の第一日目は浅草寺に行きました。金閣寺や清水寺ほど有名ではありま
せんが、景色は素晴らしかったです。古の息吹も感じられました。欧米からも沢山の観光客が訪れ、みなここで次々と記念撮影をしていました。まさに世界に誇る東方文化！私
もここでクラスメートと記念撮影をしました。そして有名な浅草の人形焼も買いました。二日目は自由行動。私は担任の先生といっしょに日中国際交流センターをたずねまし
た。センターの先生方とまたお会いすることが出来ました。本当に親切です。みなさんは私の日本の家族です！先生方に今の生活や勉強の様子などを伝えました。先生方も熱心
に私にいろいろたずねてくださいました。困ったことはないかともきいてくれ、本当にうれしかったです。クラスメートや先生、ファミリーのみなさんがこんなによくしてくれ
るのに、困ったことがあると思いますか？また先生方は私の中国の花鳥文字を使って書いた名前を交流センターの壁に貼ってくださいました。本当にうれしかったです。名残を
惜しみつつ交流センターの先生方とお別れをしました。その後、クラスメート達と憧れの東京タワーに行きました。その夜景は本当に素晴らしかったです。東京の夜景は特に素
晴らしいですね。東京タワーのシルエットも美しかったです。塔の上には2016年東京オリンピックの文字が掲げられていました。心から東京への五輪招致が成功しますよう！
またタワーでたくさんの記念品を買って、学校の先生やホストファミリーのみなさん、中国の友人達へのプレゼントするつもりです。3日目は、長い間憧れていた東京ディズニ
ーランドに行ってきました。沢山の人であふれかえっていました。とても楽しくエキサイティングでした。またキャンディとそこでも多くの記念品を買いました。最終日は衆議
院に行きました。ここは温家宝首相も訪れた場所です。ここで温首相は日中の友好交流に関して誠実かつ真摯な講演を行いました。自分がここを訪れる光栄に浴せるとは。昨夜
家に帰りました。今回の修学旅行のことを思い返すと、自然に口元に微笑が浮かんでくるのを禁じえません。。。。
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久しぶり

2008.02.28

随分長い間日記を書いていなくて、だから最近いくつか書いてみた。今年のお正月は、いつもの喧騒から離れていた。ここは全てが静かで、何もなかった。でも驚喜したのは、
ホームステイ先のお父さんお母さんが春節の晩に盛りだくさんの日本料理やギョーザを用意してくれ、そのうえお姉さんとお姉さんの2人の子供も揃い、みんなで集って、とて
も賑やかな雰囲気。まるで中国にいるかのような感覚におちいった。
多くの日本の高校生と同じように、寒い2月は、マラソン大会の季節だ。だから体育の授業はみんなマラソ
ンの練習になる。半ズボンを穿いて、厳冬の中学校の周りを走るのだ、マラソンの経験のない僕にとって、あの辛さは言わずもがなです。いつも練習の成績はあまりよくない、
逆から数えたほうが早い。でもずっとちゃんと練習を続けせいか、少しずつ進歩していった。マラソン大会の日なった、女子が終わると引き続き男子だ、女子達は終ったのに、
道端で応援している。いよいよマラソンが始まり、必死に頑張ろうという気持ちで望んだ、更に僕が感動したのは女子達が事前に練習したかのように、声をそろえて僕の名前を
呼んでくれている、耳元で叫んでくれてるみたいだ。僕はたちまちパワーが全開になり、疲労が吹きとんでしまったようで、一人一人の追いこしていった。その全距離は約10
キロぐらい、終わりのほうになるとさすがに苦しくなってきた、でも先生が僕に向かって叫んでくれた、君が中国の若者の代表なんだぞって、だからどんなことがあっても、頑
張り続けた。結果はかなり満足のいくものであった、ふだんの成績に比べてかなりの進歩だ。このような活動はすごく有意義だと思う、意志と耐久力への挑戦。中国の高校でも
このような活動を望みたい。
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感動

2008.02.29

先日は私の誕生日でした。特に予定もなく普通に過ごすつもりでした。ところがまず交流センターの先生方からバースデーカードが送られてきました。本当嬉しいサプライズで
した！そして誕生日当日の夕食のとき、なんとホームステイ先のお父さんが大きなイチゴがのったバースデーケーキを買ってきてくれたのです。ケーキの真ん中にはチョコレー
トがのっていて、それには17歳のお誕生日おめでとう、と書かれていました。お姉さんとだんな様、それとふたりの子供たちまで来てくれ、みんなで卓を囲み、お姉さんがろ
うそくとかわいい花火に火をつけてくれました。お姉さんのだんな様が明かりを消してくれ、ゆらゆら揺れるろうそくの火がお祝いに駆けつけてくれたみんなの笑顔を照らしだ
していました。みんなで元気に誕生日の歌を歌ってくれました。もう感動で言葉もありません。17歳の誕生日がこんなにすばらしいものになったなんて。思えばこの家にお世
話になってもうすぐ半年、本当に楽しいばかりの毎日でした。いつも温かく見守ってくださるご家族の皆様には心から感謝気持ちでいっぱいです。そう、ひとつ歳をとったので
すよね。この1年が、私たちすべての留学生にとって、一生のうちで忘れられない一年になると信じています。
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学校の部活

2008.03.02

学校の部活に参加したいとずっと思っていたけど、本当にいっぱいあって、何を選んでよいか分からず、それぞれのクラブに見学に行きました。弓道部、茶道部、パソコン
部.......最終的には、書道部に入っています。最初に入ったのは茶道部です。茶道にはずっと興味がありました。茶道部ではお茶を飲むときの礼儀作法をいっぱい習いました
が、お茶を入れる作法はまだできません。しかも参加するたびに非常に精巧で小さなお菓子をいただけます。簡にして要を得た茶室、伝統的な和服を着たおばあさん、広がる抹
茶の香り、色鮮やかな生け花、壁にかかっている力強い書が静寂な雰囲気をかもし出しています。ただ正座だけはつらくて、毎回２時間くらいは座ってなければなりません。長
時間の正座は僕にとってはとても苦痛だったので、残念だけれど茶道部はやめました。みんなどれくらい正座できるのかな。今は書道部に入りました。書道は今までやった事が
なかったけれど、書道部の先生と先輩方が忍耐強く僕の面倒を見てくれます。毎日７時過ぎまで部活をして家に帰るのは８時過ぎです。すごく疲れるけれども、茶道部では多く
の友人と出会えたのでとても嬉しいです。書道が上達するといいな。皆も残りの時間を今まで以上に充実させてね！
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学校の野球の試合

2008.07.08

僕たちの学校と福岡市の第一高校と野球の試合を行った。これは甲子園に行く前の予選だそうだ。僕たちの学校の学友たちは電車に乗って、試合現場に野球部を応援しに行っ
た。でも、試合前から相手がとても強いと聞いた。やっぱり、第一局の初め、僕たちのチームは0対3で立ち遅れた。しかし、私たちの応援団は明らかに向こうの応援団より勢
いが強い。前から放課後応援団の練習してたから、わが応援団の秩序が整然としていて、学校の吹奏部とあわせて、応援の声がだんだん大きくなった。最後に僕たちのチームは
2対９で負けたけど、応援団は試合の結果で激情を失ってない。試合の始終、必死に応援していてくれた。これこそ、日本の応援団の特徴だ。野球の試合が負けても、応援団は
絶対に負けないと思う！試合の後、野球部のメンバーは芝生に横になって悲しい涙が流れ落ちた。僕も憂鬱になった。彼らの普段の練習の苦しみが分かってるから。土曜であ
れ、日曜であれ、ずっと練習をし続けてきた。その中に、クラスメートと友達もいる。彼らを慰めたい。試合が負けたけど、心の中から彼らのことを誇らしく思った！学校の野
球部、気骨がある！
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僕の中国語授業

2008.07.10

学校に中国語授業と韓国語授業があると前から知ってたが、参加したことはなかったです。三年になってから、突然、中国語授業を受けてみたいと思いました。日本の友達と一
緒に勉強して、今では四ヶ月も立ちました。中国語先の先生は大連出身で、日本にはもう10年いました。先生は日本人と結婚し、子どももいます。先生の中国語はとてもきれ
いですが、少しだけやはり東北弁が混じっています。先生とおしゃべりするといつも楽しいです。先生が授業を終えるときはとてもまじめで、僕もみんなに中国語を教えるには
先生のお手伝いをしています。教科書に載ってる会話練習の時は、僕が先生と一緒に会話をして、みんなに聞かせます。みんなの勉強も真剣です。中国語の発音は彼らにとって
少し難しいかもしれませんが、先生と僕の指導で、みんなの発音は標準になりました。最初はピンインからやり始め、新鮮感がいっぱいで、幼稚園の時代に戻ったようです。最
近試験が終わったばかりで、みんなはいい成績を取れましたよ、僕は驚きました。彼らは本当に頑張ったと思います。日本に来てから、一番誇りに思う時が日本人に中国語を教
える時です。ＳＨＥが歌った「中国語」のように、もっとたくさんの日本人と外国人が中国語を勉強してほしいです。世界中に中国語の風を吹かせてほしいです！そうだ、ここ
での交流センターの先生達もアピールしなくてはならないです。先生達の中国語は本当にすごいです！僕達一人一人の留学生は、先生達のことをとても誇りに思っています。
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第二の故郷

2008.07.11

知らず知らずすでに福岡県で一年近く暮らした。もうすぐここを離れるから、ここをますます懐かしく思ってる。交流センターの先生がぼくの昔の日記に伝言したとおりに、福
岡はとても特別な所だ。ここは九州の最北端に位置し、九州と本州を繋ぐ交通の要路だ。福岡県は日本で中国、朝鮮半島と東南アジアと一番近い県だ。東京まで１０００キロあ
るに対して、韓国のソールまではただ５４０キロだけで、中国の上海までは８７０キロだ。地理の原因で、ここはずいぶん昔から中国と韓国と交流し合って、独特な文化を持っ
てる。福岡県のような便利な地理から見れば、ここは昔から日本が外国と交流の窓口だと言われている。いろんな古跡がかなり多い。ぼくが暮らしてる町は柳川市と言って、観
光の町で、中国の江南水郷の雰囲気とよく似てる。川下りがもっとも有名だ。それは町を囲んでる川のなかで小船を漕ぎながら町全体の景色を眺めるということだ。毎日、放課
後、ぼくは駅でほかの土地からの観光客が多く見られる。そして、韓国人やほかの国の人が団体でバスに乗ってここに旅行に来るのも見られる。ここはそんなに発達した町では
ないが、暮らしに最高だ。ぼくは毎日自転車に乗りながら、ｍｐ３を聞いて、のんびりしてこの町を楽しんでいる。とても心地よい。もうすぐ帰国するから、ここはぼくの第二
のふるさとだ。
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あと一週間しかない

2008.07.14

今日は月曜日で、
最後の一週間だ。
毎日やってる授業はみんな最後の授業だ。
だから、授業中の一分一秒でも大切にしよう。
このごろたくさんの最後がある
このような思い
出を抱いて、帰国後の新しい生活を楽しみにしよう

張 強さんの日記



最後の体育授業

2008.07.15

今日は最後の体育授業を受けた。最初は気づかなかったけど、先生がこの授業は夏休み前の最後の体育授業と言った時、僕はすぐに気持ちが動いた。瞬時に失意のどん底に落ち
てしまった。日本に来てから一番忘れられないのが体育の授業だった。それは体育授業で、たくさんの初体験と特別な体験ができたから。マラソン大会から体育大会前の特訓ま
で、大変だったけど、サボろうと思ったこともあるけど、やはり最後まで頑張ってきた。体育の先生が厳しいのは学校で有名で、一番怖い先生はだれと学校の誰に聞いても、み
んなはほとんど体育の先生の名前を答える。普段は厳しいけど、今日は珍しい笑顔を見せてくれた。そして僕がもうすぐに帰国するので、今日は僕の最後の体育の授業だとみん
なに伝えて、僕にみんなの前で少し話をさせてくれた。僕は上手く話せなかったけど、それでも下の友達達は一所懸命僕に拍手してくれた。とても感動的！この一年間何が一番
変わったと、最後に先生に冗談ぽく聞かれたけど、僕は思いつかなかったけど、髪型だよと先生に言われた。あ～！恥ずかしかった。最後はバスケの試合だった。負けたほうが
３０回腕立て伏せをやるとのこと。相手のチームに二人は学校バスケ部のメンバーなので、試合は大変だった。最後の５秒の時、僕達は１２対１４で弱かったけど、最終的に僕
がボールをコントロールし、大体ラインから二歩先のボールをゴールインし、相手を制覇した。その時先生も友達も全員唖然とした。完璧の閉幕だった。あの最後のボールはた
またまだったけど、相手チームの人たちが苦しそうに腕立て伏せをやってるのを見て、変な気持ちだった。最後の体育授業が終わった。この次の最後は何だろう？
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写真のことだが

2008.07.16

この写真は全部体育大会の時撮ったものだ。大会が終わった後、多くの人は帰らずに、運動場で写真を撮ってた。みんなはぼくと記念写真を撮ってくれた。列まで並んでくれ
た。実は同じ学年でもない人もいた。普通あまり口を利かない女の子もどういうわけか、ぼくといっしょに写真を撮る勇気がある。結局、百枚以上の写真を撮った。その中の多
くは女の子だった。うちの学校は元々三つの学校が合併したもので、しかも前は女子学校は二つだったので、学校の生徒の大部分は女子学生ということになった。このような写
真がまたたくさんあるよ。東京に行ったら、見せるよ。
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やっぱりサプライズがあった

2008.07.17

　今回は前の続きでもう三枚の写真を載せた。まあ！このように三枚ずつ登載するなら、何十篇の日記を書かなくては終わらない。まあいいか。学校のサプライズを話そう。
　
今日は最後の国語科。前の授業、先生はクラスを幾つのチームに分けて、夏休みの観光地の推薦をチームずつ発表させた。みんなはとてもまじめに準備をした。今日は発表の日
だったが、すべてのチームはみんな話題とは別に、発表は僕の送別をテーマにした。ほんとうにサプライズだった、先生も知らなかった。みんなアイディア新聞を作った。一番
印象深いのは「Dear　張」というテーマを出したチームだ。そして、最後、そのチームの六人の女の子は僕にI love youと大きな声で言ってくれた！もう一人の女の子は韓国語
で同じ意味を表した。ぼくは喜んでいたが、恥ずかしかった。あっけにとられてしばらく恥ずかしくMe tooと答えた。結局、クラス全員が叫んだ。男の子たちもうらやましそ
うな妬ましそうな目をした。なんとも言えない複雑な気持ちだった。最後、みんなと一緒に写真を撮った。ハハ。この一日はほんとうに幸せだった！
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思い

2008.07.28

無事に家に着きました。身内や友達と会ったりして、夜になると、やはりみんなと一緒に過ごした日々を思い出します。日本での生活を思い出すと、思わず悲しくなります。
みんなが連絡するようにしてほしい。

張 強さんの日記



久しぶり

2009.01.09

僕を忘れていないでしょう！名前は強さの強、でもゴキブリの蟑ではありません！日章強と呼ばれます！
実は張強と申し上げます！
もしみんなは何かあったら、電話でなく
て、QQで連絡してよ！...
えっと、それじゃ！

張 強さんの日記
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